
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆1995年9月25日『おしろい花』でデビュー。オリコン演歌・歌謡ランキング初登場3位となり

華々しいデビューを飾る。 

◆2003年4月発売『鳥取砂丘』約1年間のロングヒットを続け“第45回日本レコード大賞金賞”

“第36回日本有線大賞有線音楽優賞”“第36回日本作詩大賞入賞”“第18回日本ゴールドディ    

スク大賞ソング・オブ・ザ・イヤー”など数々の賞を受賞。「第54回NHK紅白歌合戦」初出場。 

◆2004年に発売した『釧路湿原』でオリコン総合シングル・ランキング初登場5位を記録、女性

演歌歌手としては18年振りの記録となる。また釧路市内に歌碑が建立される。 

◆2005年デビュー10周年、『五能線』はオリコン総合シングル・ランキング初登場8位を記録。

“第47回日本レコード大賞最優秀歌唱賞”受賞。 

◆2006年発売『熊野古道』“ベストヒット歌謡祭2006”演歌・歌謡曲部門「グランプリ」受賞。 

◆2008年発売『輪島朝市』オリコン総合シングルランキング初登場5位を記録。 

朝市通りに歌碑が建立される。 

◆2010年1月、デビュー15周年記念「水森かおり新春公演」（中日劇場）にて初座長公演実施。 

デビュー15周年記念曲『松島紀行』をジャケット写真とカップリング曲の異なる2枚のシング

ルを同時発売。10月、ハワイのアラモアナセンターにて初の海外キャンペーン実施。 

◆2014年4月『島根恋旅』発売。“第47回日本有線大賞”「大賞」受賞。 

◆2017年5月『早鞆ノ瀬戸』発売。8月、ブラジル・サンパウロにて「長良グループ演歌まつり

inブラジル」出演。また、自身の観光大使20ヶ所目となる“しものせき海響大使”及び“山

口ふるさと大使” 就任。 

◆2018年3月『水に咲く花・支笏湖へ』発売。オリジナル楽曲として100曲目の“ご当地ソン

グ”となる。 

◆2021年1月『鳴子峡』発売。「明治座」「新歌舞伎座」にて座長公演実施。9月『笑顔でいよ

うね』発売。自身初のJ-POPシングルとして話題となる。 

◆2022年2月 自身初の千葉県のご当地ソング『九十九里浜』発売。オリコンシングル・総合ラ 

ンキング初登場8位にランクインし19年連続初登場トップ10入りを果たす。 

“九十九里町PR大使”就任。第73回NHK紅白歌合戦20年連続出場。 

◆2023年1月 初の宮崎県のご当地ソング『日向岬』発売。45都道府県目のオリジナルソングと

なり残り2県となる。 

 

 

誕 生 日 ● 1973年8月31日 

出 身 地 ● 東京都北区 

血 液 型 ● Ｂ型 

   



日向
ひ ゅ う が

岬
みさき

 

水森かおり 

 2023年 1月 24日(火) 発売 
デビュー28年目を迎えた“ご当地ソングの女王”水森かおり 

2023年の勝負作は自身初の宮崎県「日向岬」。 

恋に破れた女性が“また頑張ろう！”と明日へ向かって前向きに生きていきます。 

今作もジャケット写真とカップリング曲が異なる 2タイプ同時発売！ 

 

【タイプＡ】 ★12CDS：TKCA-91500  価格 \1,400（税込） 

１．日向岬 作詩：かず翼 作曲：弦 哲也 編曲：伊戸のりお 

２．離愁・・・高千穂 作詩：かず翼 作曲：弦 哲也 編曲：伊戸のりお 

３．日向岬 （オリジナルカラオケ） 

４．離愁・・・高千穂 （オリジナルカラオケ） 

５．日向岬 （半音下げカラオケ） 

６．離愁・・・高千穂 （半音下げカラオケ） 

７．日向岬 （半音下げカラオケ・ガイドメロ入り） 

８．離愁・・・高千穂 （半音下げカラオケ・ガイドメロ入り 

 

【タイプＢ】 ★12CDS：TKCA-91501    価格 \1,400（税込） 

１．日向岬 作詩：かず翼 作曲：弦 哲也 編曲：伊戸のりお  

２．日南海岸 作詩：麻こよみ 作曲：大谷明裕 編曲：伊戸のりお 

３．日向岬 （オリジナルカラオケ） 

４．日南海岸 （オリジナルカラオケ） 

５．日向岬 （半音下げカラオケ） 

６．日南海岸 （半音下げカラオケ） 

７．日向岬 （半音下げカラオケ・ガイドメロ入り） 

８．日南海岸 （半音下げカラオケ・ガイドメロ入り） 

 
～お問い合わせ～ 
 

㈱徳間ジャパンコミュニケーションズ TEL.03-6432－5406 ／ ㈱長良プロダクション TEL.03-6868－8951 
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作詩：かず 翼  

作曲：弦 哲也  

編曲：伊戸のりお 

                           

 

愛のかげりに 気づいた時に 

    海が見たいと ふと思う 

    別れの足音 背中で聞いて 

    遥か南に 迷いの旅路 

日向岬の 潮風に 

涙 涙 涙 涙ひとつぶ  

ちぎれて消えた 

 

 

    恨む心と 愛する心 

    背中合わせの 裏おもて 

    あの日の出逢いが もう一度欲しい 

    ひとり祈った クルスの海に 

     日向岬の 波しぶき 

せめて せめて せめて 洗い流して 

     女のつらさ 

            

 

     日向岬の 灯台よ 

     夢を 夢を 夢を 夢をこころに 

     歩いて行くわ 

 

 

 

 

 


